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田村市地域新エネルギービジョン策定にあたって 

 

平成２０年は、二酸化炭素など温室効果ガスの削減を先進諸国に義務づけた

初の国際協定、京都議定書の約束期間がスタートした年でもあり、環境問題を

めぐる１年になると思われます。 

２０世紀半ば以降の地球の平均気温の上昇は、人間活動による温室効果ガス

によってもたらされたといわれ、科学技術の進歩により、かつてない繁栄を謳

歌した２０世紀は、その一方で、海面の上昇、あるいは干ばつや洪水といった

地球規模での異常気象の頻発、そして生態系の連鎖の変化など、地球温暖化と

いう深刻な環境危機を２１世紀に残しました。 

温暖化は単なる気候変動ではなく、石油・石炭などの大量消費が主因であり、

これを抑えるためには、地球がその営みの中で持続的に生み出すことのできる

自然エネルギーへ移行し、化石燃料に依存しない低炭素社会づくりと限られた

資源を大切にする循環型システムの構築を急ぐ必要があります。 

 福島県においても、平成２０年度は地球温暖化対策に重点をおき、環境ビジ

ネスや省エネルギー、環境教育、森林整備、新エネルギーの５つの柱を基本に

各種の施策を整備するとともに、温室効果ガスの排出量抑制を県民運動に位置

づけ、全県的に推し進めようとしています。 

 合併により誕生した本市最初の「田村市総合計画」には、地球環境に優しい

社会の実現など環境負荷の低減に向け、省エネルギー推進を含む新エネルギー

の普及・促進を図ることを位置づけており、その方向性を具体化するため、本

年度「田村市地域新エネルギービジョン」を策定しました。 

 温暖化を進行させているのが人間の日々の営みである以上、今問われている

のは、社会のあり方、一人ひとりの意識の有りようそのものであります。地球

規模からすれば本市が貢献できる範囲は、ごくわずかかもしれませんが、新エ

ネルギーの利活用による持続可能なまちづくりの指針となる本ビジョンの策定

を機に、本市の特性や潜在力を生かした市民・事業者・行政の協働による地域

レベルでの取り組みが着実に広まることを期待するものであります。 

 結びに、今般の策定にあたり、多大なご尽力をいただきました策定委員会委

員の皆様、アンケート調査にご協力をいただきました市民・事業所の皆様に心

から感謝を申し上げます。 

 

平成２０年２月 

田村市長 冨 塚 宥 暻 

 



 

環境にやさしい田村市の創造を目指して 

 

世界各地に現れている異常気象や環境変化による生態系の異変などが多々報

道されています。 

また、小資源国であるわが国のエネルギー事情を見ますと、１９７０年代の

２度にわたるオイルショックを契機とする省エネルギー政策の下で、危機は効

果的に回避されたものの、国際的なＣＯ2排出抑制の気運の高まりから、今後の

エネルギー安定供給とともに地球環境への対応が緊急の課題となっています。

そのため、地方自治体、企業、そして官民が連携しながら、ＣＯ2の排出が少な

く環境への負荷も小さい石油代替エネルギーの導入に向けた取り組みが不可欠

な時代を既に迎えています。 

このような状勢下にあって、平成１７年３月に４町１村が合併して発足した

田村市は、「あぶくまの人・郷・夢を育むまち」を旗標に長期的な視点から構

築した「田村市総合計画」の目指す将来像を具現化すべく、地域新エネルギー

ビジョン策定委員会を設置するとともに「田村市地域新エネルギービジョン」

の策定を進めてきました。 

当策定委員会では、田村市の自然環境をはじめ新エネルギーの利用可能量や

市民生活、産業・経済活動など地域特性を踏まえた新エネルギー導入の方向性

について鋭意、検討・評価を重ねてきました。その結果、「重点推進プロジェ

クト」７項目と「推進プロジェクト」６項目の２つのプロジェクト体系からな

るビジョンとして、このほど策定の運びとなりましたことはこの上ない喜びで

あります。 

本ビジョンが、田村市における新エネルギー活用の指針としての責務を果た

すとともに、市民による新エネルギーと省エネルギーに関する活動との相乗効

果に役立てられることを祈念して止みません。 

最後に、策定にあたり貴重なご意見やご提案をお寄せいただきました策定委

員会委員の皆様をはじめ、経済産業省東北経済産業局とＮＥＤＯの皆様、庁内

検討委員会委員の皆様に心から感謝を申し上げ、ご挨拶といたします。 

  

平成２０年２月 

田村市地域新エネルギービジョン策定委員会 

会 長 日本大学 准教授 渡 部 弘 一 
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